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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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〈
出
題
〉
九
段　

西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉

角
が
中
心
の
攻
め
で
…
。

（　

分
で
二
段
）

10

朝
鮮
半
島
が
な

に
か
と
騒
が
し

い
。
今
回
は
核

実
験
だ
の
停
戦

破
棄
だ
の
ミ
サ

イ
ル
発
射
だ
の

北
朝
鮮
の
動
き
は
た
だ
の
挑

発
と
は
思
え
な
い
。
ま
る
で

怯
え
る
犬
の
よ
う
だ
▼
随
分

時
が
流
れ
た
が
イ
ラ
ク
で
ア

ル
カ
イ
ダ
を
か
く
ま
っ
て
い

る
と
騒
ぎ
だ
し
た
国
が
あ

る
。
イ
ラ
ク
は
原
理
主
義
者

か
ら
忌
み
嫌
わ
れ
た
国
だ
っ

た
の
だ
が
…
。
お
次
は
大
量

破
壊
兵
器
保
有
疑
惑
。
昔
、

自
分
達
が
売
っ
た
の
だ
か
ら

間
違
い
な
い
と
国
連
の
反
対

決
議
を
無
視
し
て
開
戦
し
甘

い
汁
を
吸
う
だ
け
吸
っ
た
。

結
局
で
っ
ち
上
げ
で
押
し
込

み
強
盗
さ
な
が
ら
だ
▼
最
近

某
国
公
共
放
送
で
韓
国
へ
の

サ
イ
バ
ー
攻
撃
北
朝
鮮
特
殊

部
隊
説
を
盛
ん
に
喧
伝
、
ミ

サ
イ
ル
迎
撃
体
制
を
と
煽
り

た
て
て
い
る
▼
憲
法
改
正
、

米
軍
基
地
移
転
も
時
を
同
じ

く
進
行
加
速
中
。
何
か
に
お

わ
な
い
か
。

の
旗
は
下
げ

　

ら
れ
な
い

賃
下
げ
反

賃
下
げ
反
対対

　

こ
の
状
況
打
破
の
た
め
全

国
税
で
は
、「　

時
前
に
状

16

況
を
把
握
し
受
付
終
了
」
を

全
国
一
律
化
し
広
報
す
る
こ

と
を
庁
当
局
に
要
求
し
て
き

ま
し
た
。
現
場
で
は
、
各
署

ご
と
で
は
な
く
全
国
一
律
、

全
管
一
律
の
制
度
と
し
て
運

営
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
ん

で
い
ま
す
。

　

東
京
局
で
は
水
曜
超
勤
僕

滅
対
策
に
残
業
の
必
要
性
報

4
時
前
相
談
受
付
締
切
り
が
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン

た
だ
け
。

　

鹿
追
う
猟
師
は
山
を
見
ず

と
は
こ
の
こ
と
で
す
。

４
時
締
切
り
は
可
能
だ

　

東
京
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
を

抱
え
申
告
書
提
出
枚
数　

万
10

を
超
え
る
あ
る
署
で
は
、　
16

時
前
に
個
人
課
税
の
連
調
官

が
来
署
状
況
を
把
握
し
受
付

終
了
時
刻
を
決
定
。
相
談
受

付
終
了
の
立
て
看
板
を
自
ら

告
義
務
化
な
ど
で
内
部
へ
の

意
識
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
顕
著
な

「
相
談
会
場　

時
過
ぎ
ピ
ー

16

ク
現
象
」を
軽
視
し
た
結
果
、

あ
ち
こ
ち
の
会
場
で　

時
過

17

ぎ
ま
で
駆
け
込
み
来
署
者
の

波
が
押
し
寄
せ
、
ノ
ー
超
勤

は
露
と
消
え
ま
し
た
。

　

ノ
ー
超
勤
の
思
い
は
同
じ

で
す
が
、「
報
告
」
と
い
う
新

た
な
負
担
が
現
場
を
圧
迫
し

    　  早急に受付締切りルール化を  

　

現
場
の
問
題
意
識
を
幹
部

が
共
有
し
、
確
申
期
間
前
に

十
分
な
対
策
を
練
っ
た
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

納
税
者
の
生
の
声
（
東
京
）

　
　

時
駆
け
こ
み
納
税
者
か

17
ら
は
「
こ
ん
な
に
簡
単
な
ら

来
年
も
来
る
」
の
声
も
。

　

当
局
の
思
惑
に
反
す
る
発

言
は
多
い
。

　

時
対
策
に
一
対
一
で 

16
　

代
打
と
し
て
い
る
某
署

全
国
同
時
多
発

　

今
年
度
か
ら
鹿
児
島
周
辺

署
で
は
、
市
広
報
や
Ｈ
Ｐ
を

通
じ
て　

時
受
付
終
了
を
広

16

報
。　

時
以
降
来
署
者
も
受

16

け
付
け
て
い
る
が
、
代
打
ち

が
効
い
て
か　

時　

分
に
は

17

10

相
談
終
了
。

　

富
山
合
同
署
外
会
場
で
は

　

時
受
付
終
了
で　

時
終
了

16

17

が
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
。

　

し
か
し
、
県
下
の
あ
る
署

で
は
案
内
担
当
が
倒
れ
る
な

ど
の
健
康
被
害
も
。

設
置
し
、
こ
れ
以
降
の
来
署

は
職
員
の
い
な
い
筆
記
所
の

み
利
用
可
能
と
な
る
こ
と
、

　

時
が
閉
庁
で
筆
記
所
利
用

17も
終
了
す
る
こ
と
な
ど
を
説

明
し
た
そ
う
で
す
。

　

期
間
を
通
じ
て
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
円
滑
な
会
場

運
営
に
大
き
な
役
割
を
果
た

す
だ
け
で
は
な
く
、
審
査
超

勤
の
縮
減
に
も
つ
な
が
っ
た

と
か
。

銀行が３時で閉める訳
　多くの銀行では、３時の５分ぐらい前からロビー係の
方がキョロキョロ、「蛍の光」のメロディーが流れ、３
時ピッタリにシャッターを下ろします。すでに中にい
たお客さんは手続き出来ますが、翌日扱いになる場合も
有るようです。
　仕事帰りに寄りたい、休日は空いてないし、という不
満も多い中で３時に閉め続けるのはなぜでしょうか？
◇◇◇
　ズバリ、３時に閉めないと仕事が５時に終わらないか
らのようです。
　３時まで開ける法律の定めがあることや、「全銀ネッ
ト」等のシステムの都合もありますが、お客さんの利便
性と行員残業のコストを比べたら３時以降に開けるメ
リットが少ないのが本音のようです。
　来店者は以前より減少したそうですが、行員数も減少
したそうです。また、銀行では、一円まで現金を合わせ
るまで帰れないと聞きますが、不正防止とその意識付け
のために重要なことのようです。加えて年々、投信・保
険など他業務も増えて負担が大きくなったそうです。
　シャッターが閉まってからも忙しいのは相変わらず
のようですよ。

赫

隔

郭

革

較較較較較較較較較

較較較較較較較較較

閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣

閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣

２／19（火）局課税一部長
２／20（水）庁個人課税課課長補佐
２／24（日）国税局長
２／26（火）厚生課長
２／28（木）相談室長
３／１（金）庁個人課税課課長
３／４（月）課税一部次長､広島課税一部長
３／７（木）徴収部次長
３／８（金）総務部長
一職員の声－
　連日大混雑、視察をして来年以降来所者を
減らす施策を考えてくれるなら歓迎だが、逆
に来所者は増えている。一番不思議なのは、
なぜ広島局の課税一部長が、多忙なこの時期
に視察に来るのだろうか？　国税庁は無駄な
視察をチェックしているのだろうか？

【
川
口
・
西
川
口
合
同
会
場（
Ｓ
Ｋ
－
Ｐ
シ
テ
ィ
）の
場
合
】

確　申　期

スリム化なら

　

閉
庁
ま
で
無
制
限
で
相
談
受
付
し
て
い
た
署
を
中
心
に
激
増
し
た
「
相
談
会
場　

時
過
ぎ
ピ
ー

16

ク
現
象
」。
こ
れ
に
よ
り
立
ち
っ
ぱ
な
し
長
時
間
化
、
審
査
時
間
圧
迫
等
に
よ
る
事
務
の
非
効
率

化
が
深
刻
な
状
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。

申
告
書
提
出
ま
で
の
時
間
は
1
時
間
以
上

5
時
ま
で
の
相
談
可
能
数
か
ら
相
談
受
付
終
了
を
！

国
税
庁
・
国
税
局
幹
部
の
視
察
多
数（
関
信
地
連
発
）

   
視
察
に
来
た
な
ら
、結
果
を
活
か
し
て
ほ
し
い
！

　

北
海
道
地
連
で
は　

時
時
点
で
庁
舎
に
電
気
が
つ
い
て
い

20

る
か
、
月
末
３
回
の
居
残
り
調
査
を
し
ま
し
た
。

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

姶 逢娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃

　

札
幌
市
内
署
は　

時
ま
で

21

電
気
が
つ
い
て
い
た
ほ
か
、

地
方
署
で
も
複
数
署
で
１
月

か
ら　

時
過
ぎ
の
居
残
り
を

20

確
認
し
、
機
関
紙
で
問
題
を

提
起
し
ま
し
た
。

　

超
勤
予
算
削
減
か
ら
、
超

勤
の
つ
か
な
い
管
理
者
に
居

残
り
を
集
中
さ
せ
た
署
が
で

た
こ
と
か
ら
、
２
月　

日
に

19

「
職
員
の
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
緊
急
要
求
書
」を
局
長
、

署
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

2.72.42.11.311.301.291.28調査日
木月金木水火月
21：0521：0521：38札幌西

21：3621：2319：00札幌北
20：30小　樽

19：3020：30函　館
20：00室　蘭

20：22帯　広
（調査時間に庁舎が点灯していた署です）

メ
ー
デ
ー
の
成
功
で
働
く
者
の
願
い
実
現
を

「
憲
法
改
悪
反
対
」
の
共
同
、

「
増
税
反
対
・
T
P
P
参
加
反

対
」「
原
発
ゼ
ロ
」「
デ
ィ
ー

セ
ン
ト
ワ
ー
ク
実
現
」
な
ど

を
め
ざ
す
メ
ー
デ
ー
と
し
て

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

今
メ
ー
デ
ー
は
改
憲
勢
力

が
8
割
を
占
め
る
国
会
を
国

民
世
論
の
力
で
包
囲
し
、

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
会
場

全
労
連
作
成
・
メ
ー
デ
ー
ポ
ス
タ
ー
よ
り



(　2　)第 1991号2013年 4月 25日

同
じ
合
同
会
場
で
も 

　
　
　
　

天
国
と
地
獄

【
東
北
地
連
】

　

仙
台
３
署
は
合
同
会
場

だ
が
ア
ズ
テ
ッ
ク
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
天
国
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ

ビ
ル
は
地
獄
。
受
付
１
日

が
一
番
大
変
。
休
憩
は

チ
ェ
ン
ジ
カ
ー
ド
を
５
人

程
度
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

す
る
が
、
３
署
合
同
な
の

で
顔
が
わ
か
ら
ず
時
間
が

不
定
期
に
な
る
。

　

他
局
応
援
を
要
請
し
な

か
っ
た
が
、
庁
に
要
請
す

れ
ば
よ
か
っ
た
。
被
災
地

署
支
援
は
２
週
間
か
ら
１

週
間
に
、
二
人
部
屋
が
一

人
部
屋
に
改
善
さ
れ
た
。

ピ
ー
ポ
ー
ぴ
～
ぽ
～

【
近
畿
・
兵
庫
県
支
部
】

　

今
年
も
ま
た
、
大
阪
局

管
内
の
申
告
相
談
会
場
で

８
台
を
超
え
る
救
急
車

（
２
月
末
現
在
・
兵
庫
県
内

も
合
む
）
が
出
動
し
た
模

様
で
す
。
毎
年
、
複
数
署

で
バ
タ
バ
タ
と
納
税
者

（
年
に
よ
っ
て
は
職
員
や

バ
イ
ト
さ
ん
）
が
倒
れ
て

い
る
現
実
は
ど
う
考
え
て

も
異
常
で
す
。

　

殺
到
す
る
納
税
者
を
捌

く
た
め
当
局
が
導
入
し
た

「
立
ち
っ
ぱ
な
し
」に
よ
る

「
巡
回
指
導
」
と
「
複
数

対
応
の
パ
ソ
コ
ン
指
導
」

は
高
齢
の
納
税
者
（
及
び

相
談
・
パ
ソ
コ
ン
指
導
者
）

に
極
度
の
肉
体
的
負
担
を

強
い
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
社
会
の
到
来
が

叫
ば
れ
て
久
し
い
の
に
、

当
局
は
ま
っ
た
く
そ
の
対

策
を
取
ろ
う
と
し
ま
せ

ん
。
世
間
の
常
識
は
国
税

当
局
ト
ッ
プ
に
は
通
じ
な

い
よ
う
で
す
。

定
年
後
も
特
別
扱
い
再
任

用
の
ト
ッ
カ
ン
設
置
考

【
東
海
・
こ
ま
き
】
特
別

扱
ト
ッ
カ
ン
候
補
の
方
々

に
分
会
よ
り
一
言
御
注
進

★
豊
か
な
能
力
と
経
験
を

生
か
す
た
め
、
再
任
用
者

へ
の
職
域
は
広
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

★
高
い
見
地
か
ら
署
の
運

営
に
関
わ
っ
た
税
務
行
政

を
ト
ッ
プ
の
立
場
か
ら
で

は
判
ら
な
か
っ
た
現
実
を

知
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
個
室
の
時
に
は
知
ら
さ

れ
な
か
っ
た
現
場
知
ら
ず

の
局
運
営
な
ど
が
解
り
、

後
進
に
対
し
て
真
の
助
言

を
行
う
こ
と
が
出
来
ま

す
。）

★
現
職
中
、
評
価
者
と
し

て
優
劣
を
点
け
た
人
々
と

同
席
し
、
自
己
の
評
価
が

正
し
か
っ
た
を
確
認
出
来

ま
す
。　

誤
り
も
？

★
本
音
で
は
話
せ
な
か
っ

た
同
僚
と
も
真
の
同
僚
関

係
を
築
く
こ
と
が
出
来
ま

す
。

★
確
申
期
相
談
な
ど
で
は

一
般
納
税
者
の
本
音
に
触

れ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

★
建
前
が
ま
か
り
通
る
職

場
の
脆
弱
さ
を
思
い
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
上
か
ら
で
な
く
、
下
か

ら
目
線
で
改
善
を
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

市
民
社
会
の
民
主
的
な

基
本
の
ル
ー
ル
は
平
等
で

す
。
そ
し
て
、
平
等
は
税

金
の
基
本
で
す
。
第
一
、

小
林
稔
侍
さ
ん
演
じ
る

「
窓
際
さ
ん
」が
一
般
上
席

だ
か
ら
、
ド
ラ
マ
が
面
白

い
。『
さ
す
が
元
○
○
だ
』

と
、
周
囲
に
見
ら
れ
る
方

が
働
き
が
い
も
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

目
黒
署
で
非
常
勤
職
員

3
人
雇
い
止
め

雇
い
止
め
の
撤
回
を

　

◆
採
用
数
は
増
員

　

目
黒
署
の
非
常
勤
職
員
の

採
用
数
は
、
三
月
ま
で
一
四

名
。
四
月
か
ら
は
四
名
増
員

し
て
一
八
名
に
し
よ
う
と
し

ま
し
た
。

　

税
務
署
の
非
常
勤
職
員
の

雇
用
主
は
税
務
署
長
で
す
。

今
、
雇
用
し
て
い
る
非
常
勤

職
員
の
雇
用
は
、
予
算
面
で

も
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
目
黒
税
務
署
長

は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
非
常
勤
職

員
三
名
を
雇
い
止
め
し
ま
し

た
。
長
年
勤
務
し
、
仕
事
に

も
精
通
し
て
い
る
非
常
勤
職

員
は
、
申
告
書
等
の
処
理
で

も
重
要
な
戦
力
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

全
国
税
は
３
月　

日
か
ら　

目
の
２
日
間
、
今
年
度

３０
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第
４
回
目
の
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
職
場
要
求
な
ど

を
議
論
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

も
し
な
い
ま
ま
、「
雇
用
の

一
年
更
新
」
の
制
度
だ
け
を

悪
用
し
て
、
紙
切
れ
一
枚
で

雇
い
止
め
を
す
る
姿
勢
は
、

非
常
勤
職
員
を
一
人
の
労
働

者
と
し
て
見
る
常
識
的
観
点

が
欠
落
し
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。

　

◆
署
長
は
労
組
専
従
経
験

　

し
か
も
、
今
の
目
黒
税
務

署
長
は
国
税
労
組
（
連
合
）

の
専
従
役
員
の
経
験
者
で

　

目
黒
税
務
署
長
は
長
年
勤

務
す
る
非
常
勤
職
員
三
名
に

対
し
、
今
年
四
月
か
ら
の
採

用
を
行
わ
な
い
雇
い
止
め
の

通
知
を
行
い
ま
し
た
。
全
国

税
労
働
組
合
は
、
①
労
働
法

制
下
で
は
不
当
解
雇
に
あ
た

る
こ
と
、
②
雇
用
主
の
義
務

が
ほ
と
ん
ど
果
た
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
、
③
事
務
運
営
指

針
（
内
規
）
に
定
め
ら
れ
て

い
る
重
要
事
項
が
果
た
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
、
な
ど
か

ら
、
再
三
に
わ
た
り
「
雇
い

止
め
の
撤
回
」
を
求
め
て
き

ま
し
た
が
、
署
長
は
、「（
内

規
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
）

反
省
し
て
い
る
が
、（
雇
い

止
め
の
）
判
断
は
変
え
な
い

と
開
き
直
っ
て
い
ま
す
。

　

◆
解
雇
回
避
努
力
な
し

　

仮
に
、
今
回
の
雇
い
止
め

に
仕
事
面
で
の
根
拠
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
解
雇
回
避
努

力
が
さ
れ
た
形
跡
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
目
黒
税
務
署

は
、
昨
年
も
四
名
の
雇
い
止

め
を
し
て
お
り
、
全
国
で
も

突
出
し
て
い
ま
す
。

　

一
年
か
け
て
注
意
も
指
導

再任用短時間勤務であらたな幹部優遇か？

 再任用職員の労働条件
　　 底上げこそ急務だ！

東京局

二
年
連
続
、全
国
で
も
突
出

　

三
月
末
に
平
成
二
五
年
度

機
構
の
改
定
が
各
当
局
か
ら

伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
に
定
員
外
の
再
任

用
短
期
時
間
勤
務
職
員
の
機

構
と
し
て
、
全
国
で　

（
特

19

別
国
税
徴
収
官
３
、
特
別
国

税
調
査
官　

）
の
設
置
が
認

16

め
ら
れ
た
と
あ
り
ま
し
た
。

　

各
局
窓
口
で
、
ど
の
よ
う

な
ポ
ス
ト
か
ら
採
用
さ
れ
る

の
か
と
質
問
し
て
も
、「
国

税
庁
で
検
討
中
」
と
し
か
回

答
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

過
去
に
も
指
定
官
職
の

「
顧
問
先
斡
旋
」が
社
会
か
ら

の
批
判
を
浴
び
ま
し
た
。
一

部
の
幹
部
を
優
遇
す
る
制
度

な
ら
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

３
月
末
、
来
年
定
年
を
迎

え
る
、
普
通
科　

期
相
当
の
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退
職
予
定
者
に
「
勤
務
延
長

意
向
届
兼
再
任
用
を
希
望
す

る
旨
の
届
出
書
」
の
意
向
調

査
の
書
類
が
配
布
さ
れ
ま
し

た
。

　
　

期
相
当
は
、
来
年
６
月

32
末
で
退
職
す
る
か
７
月
９
日

で
退
職
す
る
か
で
退
職
金
が

約
１
３
０
万
円
以
上
違
う
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

勤
務
延
長
の
期
限
を
記
載

す
る
欄
が
な
い
た
め
、
東
京

局
・
関
信
局
で
は
勤
務
延
長

の
期
限
を
付
加
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
届
出
書
に
は
、「
任

期
・
勤
務
形
態
・
仕
事
・
勤

務
地
」
の
希
望
欄
は
あ
り
ま

す
が
、
解
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
だ
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

再
任
用
者
に
当
局
は 

　

き
ち
ん
と
回
答
す
べ
き
だ

①
勤
務
形
態
選
択
に
よ
る
、

保
険
が
共
済
な
の
か
国
保
に

な
る
の
か
、
説
明
を
し
て
く

れ
な
い
。

②
勤
務
地
の
選
択
欄
が
あ
る

が
、
現
在
勤
務
し
て
い
る
局

外
や
、
同
一
局
の
他
県
を
希

望
し
た
場
合
、
勤
務
地
の
要

求
が
通
る
可
能
性
は
あ
る
の

か
。

③
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
は
嫌
だ

が
、
短
時
間
勤
務
の
希
望
は

叶
う
の
か
。

④
調
査
官（
徴
収
官
）の
給
料

で
や
っ
て
い
け
る
か
不
安
。

長
距
離
通
勤
、
特
急
料
金 

　

持
ち
出
し
で
上
席
退
職

　

金
沢
局
で
は
、
上
席
に
も

富
山
か
ら
金
沢
に
遠
距
離
通

勤
を
さ
せ
、
退
職
し
た
事
例

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

遠
距
離
通
勤
は
、
管
内
の

広
い
札
幌
局
・
仙
台
局
・
関

信
局
で
も
多
く
、
新
幹
線
等

通
勤
費
の
持
ち
出
し
は
家
計

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

単
身
赴
任
・
遠
距
離
通
勤

は
当
局
の
配
転
政
策
で
縮
小

出
来
る
話
で
す
。

子
育
て
、
介
護
中
の 

　

職
員
の 
配
転
に
配
慮
を

　

子
育
て
支
援
と
高
齢
者
対

策
は
政
府
方
針
で
す
。
長
官

は
政
府
の
一
員
と
言
う
な

ら
、
最
重
要
課
題
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
で
す
。

廃
止
宿
舎
入
居
者
か
ら 

　
　

全
国
税
本
部
に
電
話

　

全
国
税
機
関
紙
２
月　

日
10

号
を
読
ん
だ
、
子
育
て
中
の

女
性
職
員
か
ら
「
廃
止
予
定

の
宿
舎
に
住
ん
で
い
る
が
、

機
関
紙
に
書
い
て
あ
る
と
お

り
。
１
月
に
退
去
さ
せ
ら
れ

た
ら
４
月
に
入
学
す
る
子
ど

も
の
小
学
校
を
ど
う
す
る
の

か
悩
む
」
と
の
電
話
が
あ
り

ま
し
た
（
そ
の
ほ
か
に
も
、

法
人
担
当
副
署
長
が
、
部
下

職
員
に
た
か
っ
て
い
る
と
の

話
も
…
…
）。

　

ま
た
、
小
学
生
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
の
学
校
を
ど
う

す
る
か
と
悩
ん
で
い
る
職
員

の
声
も
聞
き
ま
す
。

宿
舎
・
独
身
寮
確
保
は 

　
　
　

重
要
な
労
働
条
件

　

新
人
職
員
も
赴
任
し
て
き

ま
し
た
。
宿
舎
・
独
身
寮
確

保
は
重
要
な
労
働
条
件
で

す
。
長
官
に
は
国
税
職
員
の

ト
ッ
プ
と
し
て
、
働
き
が
い

の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
が

で
き
る
環
境
を
実
現
す
る
こ

と
を
要
求
し
ま
す
。

す
。
労
働
者
の
雇
用
を
守
る

重
要
性
を
理
解
し
て
い
る
は

ず
の
署
長
が
、
率
先
し
て
労

働
者
の
首
切
り
を
行
う
こ
と

に
、
見
識
を
疑
わ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
。

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
（
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
）

　
　
　

実
現
の
た
め
、身
上
申
告
書
の
希
望
を
尊
重
せ
よ

単
身
赴
任
・
遠
距
離
通
勤
の
縮
小
、子
育
て
支
援
、宿
舎
入
居
希
望
の
要
求
実
現
を

全労連では、毎月第三金曜日は

関
）は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
も

と
世
界
中
で

進
む
、
格
差

と
貧
困
、
権

利
侵
害
に
対

抗
し
て
、　
21

世
紀
の
世
界

的
目
標
と
し

て
「
す
べ
て

の
労
働
者
に

デ
ィ
ー
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク

（
働
き
が
い

の
あ
る
人
間

　

Ｉ
Ｌ
Ｏ（
国
際
労
働
機

　

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
と
は（
全
労
連
Ｈ
Ｐ
抜
粋
）

活
渇

潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

雇い止め撤回を求め3月25・26日、目黒税務署前で
行われた、国公一般労働組合と全国税の宣伝行動

ら
し
い
仕
事
）
を
」
を
掲
げ
、

各
国
で
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

①
労
働
基
本
権
（
団
結
権
、

団
体
交
渉
権
、
団
体
行
動

権
）
が
保
障
さ
れ
て
い
て
、

男
女
差
別
や
人
種
差
別
が
な

い
こ
と
。

②
雇
用
の
機
会
が
あ
り
、
家

族
と
自
分
の
暮
ら
し
を
支
え

る
収
入
が
あ
る
こ
と
。

③
意
志
決
定
の
場
に
参
加
で

き
る
こ
と
。
労
働
者
・
政
府
・

使
用
者
の
三
者
の
対
話
の
仕

組
み
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
を

内
容
と
し
て
い
ま
す
。


